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令和７年第４回可児市議会定例会 一般質問通告一覧表 ９月３日（４日・５日） 

№ 質問者 質 問 項 目 （答 弁 者） 

１ 松尾 和樹 

（白い会派） 

１．登下校における熱中症対策の実効性と今後の展望（教育長） 

一括答弁方式 

登下校時における熱中症対策について、教育委員会の認識・実態把握・方針の

有無、ならびに、本市にふさわしい実効性ある対策の方向性を問う。 

 

質問１ 下校時の熱中症対策について、教育委員会は自らの立場や役割をどの

ように認識しているのか。また、その責任範囲をどこまでと考えてい

るのか。 

質問２ 下校時の熱中症対策の実態を、教育委員会はどの程度把握しているの

か。 

質問３ 学校間で対応やルールに差がある現状を踏まえ、全市的な統一方針や

最低限の基準を策定する考えはあるか。 

質問４ 教育委員会として今後の実態調査や実効性ある対策（例：冷凍庫設

置、スクールバス等の下校支援など）の必要性をどのように認識して

いるか。 

質問５ 令和７年度内の補正予算措置、または令和８年度当初予算への反映に

向けた具体的な検討状況と、その実施時期の見通しはどうか。 

 

２ 冨田 牧子 

（日本共産党

可児市議団） 

１．多文化共生をさらに前へ （教育長、市民文化部長） 

一問一答方式 

本市では、平成１２年（２０００年）から、多文化共生のまちづくりを目指し、

様々な施策を展開してきました。到達状況と今後の方向について聞きます。 

 

質問１ 令和７年の国籍別の外国籍市民数はどのくらいですか。 

質問２ 公立小中学校に在籍する外国籍児童・生徒数の国籍別人数はどのくら

いですか。 

質問３ 日本語および母語の学習の機会は広がっているでしょうか。 

質問４ 学校での相互理解のための取り組みは広がっているでしょうか。 

質問５ 外国籍市民会議をどう発展させていきますか。 

質問６ 本市の多文化共生をさらに発展させる決意をお伺いします。 

 

２．手話の普及に向けて（福祉部長） 

一括答弁方式 

「手話施策推進法」が６月の通常国会で、全会一致で可決成立しました。国や

地方公共団体では、手話に関する施策を総合的に策定し、実施する責務があり

ます。 

 

質問１ 可児市での手話言語条例の制定の予定は。 

質問２ 手話の普及のためにどのような方策が考えられますか。 
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№ 質問者 質 問 項 目 （答 弁 者） 

３ 

 

田上 元一 １．校内教育支援センターについて（教育長） 

一問一答方式 

今年度より蘇南中学校、中部中学校に正式に設置されている校内教育支援セン

ターについて、その目的や意義、今後全小中学校に設置していくにあたっての

課題などについて市の考え方をお伺いします。 

 

質問１ 可児市が校内教育支援センターを設置する意義、目的は何か。  

質問２ 昨年度一年間の試行、今年度約半年の本格実施を経て得られた知見

は何か、また課題は何であると認識しているか。 

質問３ 今後、市内全小中学校に校内教育支援センターを設置していく計画

について、どのような考えで進めて行くのか。 

 

 

 

 ２．登下校時の熱中症対策について（教育長） 

一問一答方式 

今年も暑い夏となっていますが、子どもたち、とりわけ小学生の登下校につい

ては通学路の安全確保だけでなく熱中症対策も大きな課題となっています。可

児市における登下校時の熱中症対策についてお伺いします。 

 

質問１ 市内各小学校で遠距離を通学している児童数、距離数はどれくらいか。

またその現状についてどのような認識を持っているか。 

質問２ 登下校時の熱中症対策について、可児市が現在行っていることは何か。

また課題があるとすれば何か。 

質問３ 他市町村の事例等を参考にしながら可児市として新たにできることは

何であると考えているか。 

 

４ 髙木 将延 

(会派きずな) 

１．みんなでつくる多文化共生のまち実現に向けて（総務部長、市民文化部長） 

一問一答方式 

可児市多文化共生推進計画の基本理念に掲げられている「みんなでつくる多文

化共生のまち可児」の実現に向け、現状の課題は何か。様々な取り組みを市民

にどのように発信していくのかを問う。 

 

質問１ 外国籍市民対応における連携体制ついて。 

質問２ 外国籍市民への就労支援について。 

質問３ 外国籍市民への子育て支援について。 

質問４ 外国籍市民の土地建物購入について。 

質問５ 外国籍市民の防災について。 

質問６ 多文化共生施策の日本人に向けた情報発信について。 
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№ 質問者 質 問 項 目 （答 弁 者） 

５ 田口 豊和 

（可児未来） 

１．移動支援体制の維持と強化を（福祉部長） 

一問一答方式 

福祉有償運送の撤退により交通弱者の方達の移動手段の空白が懸念される中 ､

代替手段や支援策の有無を問う。 

 

質問１ 障がい者や高齢者の社会参加の基盤としての「移動支援の保障」につ

いて。 

質問２ 福祉有償運送の撤退により影響を受ける方達への市としての対応策

は。 

質問３ 移動支援事業者に対し、財政支援を検討しているか。 

質問４ 市内民間タクシー業者に対して、ユニバーサルタクシー車両化を促す

ための助成制度の検討は。 

 

６ 天羽 良明 

（可児未来） 

１．「犬のふん放置ゼロ」を目指して出来ることは（市民文化部長） 

一括答弁方式 

可児市ポイ捨て及びふん害の防止に関する条例で、ゴミの散乱及びふん害の防

止、環境美化の促進を図り、市民の快適な生活を確保してきた。施行から２５

年の効果と今後の環境美化継続策を問う。 

 

質問１ 市民からのふん害の苦情にはどんなものがあり、これまでどう対応し

てきたか。 

質問２ 第１４条による飼い犬のふん害等勧告書を出したり、第１８条による

罰金を科したことはあるか。 

質問３ 第７条に必要な施策を策定し実施するとあるが、どんなことを想定し

ているか。 

質問４ ペット関連の店舗が増えているが、ふん害防止の協力要請を行ってい

く考えは。 

質問５ 第１０条による重点地域の指定と環境美化推進指導委員の活動実績

は。  

質問６ 放置されたふんをチョークで囲っておく方法についての本市の見解

は。 
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№ 質問者 質 問 項 目 （答 弁 者） 

７ 野呂 和久 

（可児市議会

公明党） 

１．乳幼児の健康診査・おとなのがん検診（こども健康部長） 

一問一答方式 

乳幼児健康診査は乳幼児の病気や障がいの早期発見だけでなく、父母にとって

は保健師との関係づくりを始め、心配ごとの相談やアドバイスを受ける安心・

学びの場と言える。本市の乳幼児健診の取組状況や考え等を問う。 

 

質問１ ９～１１か月児健診を実施しない理由と今後実施する予定はどうか。 

質問２ 健診時アンケート項目の「白色瞳孔」の有無は。 

質問３ ５歳児健診導入の本市の考えは。 

質問４ 無痛ＭＲＩ乳がん検診へ助成の考えは。 

 

８ 大平 伸二 １．本市の「教職員の不足」の現状と対策・改善策は（教育長） 

一括答弁方式 

全国的に「教職員の不足」は、深刻な課題になっており、教育現場に大きな影

響を与えている。本市の現状と対策・改善策を問う。 

 

質問１ 本市の「教職員の不足」の現状は 

質問２ 教職員の拘束時間は 

質問３「教職員の不足」解消に向けた対策・改善策は 

 

９ 板津 博之 

(会派きずな) 

１．学校のプール管理と水泳授業の外部委託について（教育長、教育委員会事

務局長） 

一括答弁方式 

近年、学校プールの管理と水泳授業を外部委託に切り替える動きが全国的に広

がっている。本市では、すでに一部の小学校において外部委託に切り替えてい

るが、今後の方針について問う。 

 

質問１ 現在、市内の小・中学校では年に何回の水泳授業を行っているか。 

また、授業が中止となった回数とその要因は。 

質問２ 現在の水泳授業の内容は。また、外部委託した場合と授業内容に違い

はあるのか。 

質問３ プールの維持管理費は現状どのくらいかかっているのか。 

質問４ 水泳授業を外部委託にした場合にどの程度の経費削減になると試算し

ているか。 

質問５ 学校のプール管理及び水泳授業についての今後の方針は。 
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№ 質問者 質 問 項 目 （答 弁 者） 

10 前川 一平 

(会派きずな) 

１．可児市消防団の報酬適正化について（総務部長） 

一問一答方式 

報酬・団員構成・業務負担について、消防組織法等の法令に基づき、制度的な

改善の可能性と可児市としての取り組みの方向性を伺います。 

 

質問１ 消防団報酬の現状と条例・法令上の位置づけについて 

質問２ 近隣自治体との比較における可児市の報酬水準の評価について 

質問３ 市職員団員比率の高さがもたらす負担や公平性の問題について 

質問４ 団員構成の健全化および報酬制度の見直しに向けた改善の可能性につ

いて 

質問５ 消防団活動の効率化と情報共有体制の改善について 

 

11 酒向 さやか 

(会派きずな) 

１．児童生徒の命を守る登下校の熱中症対策について（教育長） 

一問一答方式 

近年夏の暑さは厳しさを増している。児童生徒は登下校時に熱中症のリスクに

さらされており、保護者からは強い不安の声が上がっている。児童生徒の命を

守る立場から、登下校時の熱中症対策について市の考えを問う。 

 

質問１ 熱中症発生時の連絡経路及び救護体制と事案を想定した訓練について 

質問２ ＷＢＧＴや気温による登下校実施可否や時差登下校などの判断基準は 

質問３ 通学路の環境整備について 

質問４ 児童生徒への熱中症に関する保健教育や安全指導の実施について 

質問５ 近隣自治体の実施例を踏まえ、迅速かつ柔軟な対応を 

質問６ 行政としてすぐにでもできる支援策について見解は 
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№ 質問者 質 問 項 目 （答 弁 者） 

12 山田 喜弘 

（可児市議会

公明党） 

 

１．ふるさと応援寄附金の返礼品調達価格について（市政企画部長） 

一括答弁方式 

本年５月の最高裁判決を受け、確定申告にあたり返礼品の調達価格の確認が求

められることになった。本市返礼品の調達価格を明示すべきと考えるが見解を

伺う。また、１０月からの制度改正の影響について認識を伺う。 

 

質問１ 本市の返礼品に対する調達価格を明示すべきでは。 

質問２ ふるさと納税に関し、本年１０月より改正される影響について。 

質問３ 適正な税務申告を促す取組みは。 

 

２．物価高騰対策について（市政企画部長、経済交流部長） 

一括答弁方式 

中小事業者、生活者支援策であるキャッシュレス決済ポイント還元事業及びデ

ジタル地域通貨導入の検討結果を踏まえた、市の見解を伺う。 

 

質問１ 市内事業者の景気動向及び支援策をどのように認識しているのか 

質問２ キャッシュレス決済ポイント付与について 

質問３ デジタル地域通貨導入の検討結果について 

質問４ 改めて本市におけるデジタル地域通貨導入の考え方について 

 

13 澤野 伸 

（会派きずな） 

１．本市の上下水道ＤＸに向けた取り組みを問う（水道部長） 

一括答弁方式 

デジタル技術を活用し、上下水道のメンテナンスを高度化・効率化させる「上

下水道ＤＸ」を推進することで、上下水道施設の老朽化に加え、それらの管理

に精通した熟練職員の減少といった課題解決に向けた取り組みを。 

 

質問１ 本市の上下水道の公共施設等マネジメント基本計画等の進捗状況は 

質問２ 上下水道ＤＸ推進に向けたＫＰＩは 

質問３ 上下水道ＤＸ推進においては国の財政的な支援の活用は 

質問４ ＤＸ技術の導入検討のため、上下水道ＤＸ技術カタログの活用は 

質問５ 官民連携方式（管理・更新一体マネジメント方式）を公共施設等運営

事業や「ウォーターＰＰＰ」についての見解は 
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№ 質問者 質 問 項 目 （答 弁 者） 

14 伊藤 健二 

（日本共産党

可児市議団） 

１．水難事故から、子供たちの命を守るために（教育長、建設部長） 

一問一答方式 

７月 26 日土田木曽川河畔で水難事故が発生し中学生が流され溺死した。市教

育委員会・学校は生徒のケアに努めている。一級河川での子どもの水難事故を

予防するために、何をすべきか問う。 

 

質問１ 今年度の市小中学校の水泳実技の（授業）実施状況はどの様か。 

質問２ 「ここの深みは危険」などの立札を子ども目線で階段入り口にたてよ。 

 

２．学校体育館の空調設置は待ったなし（教育委員会事務局長） 

一括答弁方式 

猛暑の夏が酷暑となった。体育館の空調設置の検討は、今後に先送りされた。

屋内でも熱中症等が心配される今日、地域防災と学校教育改善の両面から柔軟

に計画化し、安全な学校環境つくりを方針化すべきだ。 

 

質問１ 地域住民も使う学校体育館の空調設置は待った無しの状況だ、設置方

針は。 

質問２ 令和７年度に行う個別計画の検討準備は進んでいるか。体育館の屋根、

壁等構造と冷却効果に係基礎的評価の把握、対象 21 施設の立地環境

の差異などの分析はできるか。 

 

この一覧表は、議員から提出された発言通告書の件名・要旨欄からそのまま掲載したものです。 


